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　Abstract:― The lipids which were extracted from the snail (Ｅｕｈａｄｒａｃｏｎｇｅｎｉtahilconij)
with chloroform-methanol ｍｉχture were separated into acetone soluble and insoluble
parts.　The former part contained phospholipids (16.7%), sterols (33.3%), fatty acids
(9.3%), fats (22.2%), sterol esters (ﾌ.4%) and unknown materials (11.1％).
　　The fatty acids of the lipids were changed to their methyl esters and analyzed by gas
chromotography.　And the main componentB of the f11･ttyacids ｗｅ･reas follows; palmitic
acid (14.6%), stearic acid (10.2%), oleic acid (31.7%) and linoleic acid (9.3%).　The
total content of the Ｃ１６and Ｃ１８acids was about 80%.
　　The sterols were also analyzed by gas chroma tography.　And seven peaks were found.
The main peak of them was cholesterol and others were very small.　And the four peaks
were identified.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言　　　　　　　　　　　　　　　．．
　カタツムリの脂質については数件の報告か出されている．高木，外山はイセノナミマイマ
イ1）の脂肪酸は，ステアリン酸を主とする飽和酸と，オレイン酸，リノール酸を主とする不飽
和酸からなり，ステリンは主にコレステリンで，少量のシトステリンを含むことを述べてい
る．またオナジマイマイ2）については油脂の性質とプロビタミンについて研究している，
ThieleはHeliｘ如ｍａｌｉｄり）の脂質，脂肪酸，ステリンにつき詳細に調べている．この中でコ
レステリンやグリセリドの量が，夏と冬で変ることを見出七ているのは興味深い．　また浜田，
上野5）はセトウチマイマイ，ウミニナ等の油の性質，脂肪酸の組成について比較を行っている．
　著者らは,さきに梅沢ら6）がカタツムリ構成物質の季節的変化の研究を行うたことに関連し，
カタツムリの脂質の組成について調べた．研究当初の目的の一つは，環境の変化とカタツムリ
の脂質組成の変化との関係を知ることであった．　これがためには多数の試料を取扱うため，簡
単で迅速な分離定量法が必要である．分離には薄層クロマトグラフィー（ＴＬＣ）が適してい
るが，これの定量については現在知られている方法では問題かある．そのため種々な定量法を
試みたが,未だ満足すべき方法は見出せなかった．ただ過マンガン酸カリウムによる比色法に，
ある程度の可能性が認められ，現在なおこの方法について研究を経続している．本報では主と
してカタツムリのアセトン可溶脂質，構成脂肪酸およびステリンについて報告する．試料は5
～6「月の間に，高知市内の一定地域で採取したセトウチマ･イマイ(Euhadra congenita/z南面）
を用い，ク,ロロホルム.一メタ.ノール抽出後，アセトン可溶部をと,り調べた，
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　　　　　　　　　　･’･　　　　　　一実験およぴ屁果ご.
1）　脂質の抽出　　　　　　　　　　　　　　　＜　　こ
　生試料463匹を沸とう水中に５分間浸した後，脱殼し50°C, 70mmHgの減圧下で20時間
乾燥した．次に小部分に分けて乳鉢ですりつぶし，約５倍量のクロロホルムーメタノール（２
：１）を加え，よくすりまぜた後吸引戸過した.，次に３倍最の抽出液を用い，同様な操作を２
回行った．泊液を合せて35°Ｃ，減圧下で残留物の重量が一定になるまで濃縮，乾燥し，油状物
25.24gを得た．不溶部分は159.8 gであった．油状物に５倍量のアセトンを加え，よくかきま
ぜてから冷暗所に静置し，生じた沈殿を？取した，.沈殿には約３倍量のアセトンを加えてかき
まぜ，吸引炉過した．雨戸液は一夜冷暗所に放置Iし，生じた少量の沈殿を戸取した．？液は合
せて35°Ｃで減圧濃縮し，油状物(I) 14.15g を得穴．不溶部でⅡ）.は合計9.33 gであった.
Ⅱは約５倍量のエーテルで２回抽出し，可溶部（Ⅲ) 5:57g.と本溶部(IV) 3.22gを得た．以上
の手順をまとめて表１に記した．　　　　　　　　　　　　フ　，
表１･脂質の分一離抽出。
　生試料（ダ6a匹）　　’，
減圧乾燥
乾燥試料（１ ９ １９､）
不溶部(15 9.8夕） ・可溶部(■2 .5,24タ）
不溶部（IV）
j’
不溶部(n) (9 .3 3ｸ）
　　･エーテル抽出
土
(3.2 2ｸ）可溶部疆ド (5.57ﾀ）
可溶部(I), (14.15?)
　（油脂，ステリン等）
2）　アセトン可溶部の薄層クロマトグラフィー√　’　ト　　∧　　　　　　　　　’
　予備実験としてワコーゲルＢ-Oを用い，20×5と所のガデス板で薄層板をつくり，リグロ
インーエーテルー酢酸（82:18: 1）を展開剤としてTLC･を行った．展開後は過マンガン
酸カリウムl g，水25 m1; 水酸化ナトリウム2.5 g の溶液をスプレーでかけ，加熱発色させ
て次のRf値を有するスポットを得た．　　　　　　　　’・＼．
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　1）原点に2) 0.24; 3) 0.36, 4) 0.71, 5) 0.89
　Blankらの報告7）を参考に,し，また別に･リン脂質，大豆油,．コレステリンレオ片イン.酸を
TL.Cにかけて比較,した結果，1）･はリン脂質,･.2）はステリ･･ン部分，3）は遊離脂肪酸，4）は
油脂，5）はステリンエステル部分であることが判った．なお上端まで上る部分については不明
である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　●　●●　●・●　　　●●　　　　●　･●　●●●●　･●
　次に20×20 cm cガラス板を用いて層薄板をつくり.，ふれic I,のア,セト.ン溶液斎l,9皿問
隔にスポ･ﾗﾄして展開七た．展開後，中央部を紙で覆い，両端の.み発色させ，各成分が存在す
ると考えられる部分のシリカゲルをかきとり，各部分をそれぞれ20mlのアセトクで３回加熱
抽出した．抽出液は減圧下で濃縮し，残留物が恒茸になるまで糾圧乾燥した．残留物を既誰重
兪の容器ぐと秤量し,各部分口比率を計算した，同様の操作を３回行い，各部分の比率口平均
値を求め, S. 2.(2-示Jjか７･･.　　･･　　；｀　　，　.．,..パ．．．’．　．，．．．．ｌ　　ｊ゛,‘
　　　　　　　　　　　　　　・表２　アセトッ可溶部の組成
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3）アセトン可溶部のカラムクロマトグラ･フィー．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　･･　　　　　●』ゝ
吸着剤:Mallinckrodt社, Silicic acid, 100 mesh 300 E
カラム：直径3.8 cmガラスカラム．　　　　　　　　　モ’･
　吸着剤に石油エ≒,デフレを加え．.かきまぜた後カフりこ注惑じた．吸着剤が沈降してから上部
に海砂を少量入れ･よばらくの開石油エー置ﾉ咋侈りこ流下させ，1 19g を石油エーテル
20 ml に溶かした液を加えて吸着させた．次にリグロイン＝そーテルー醍酸:(82:18: 1） で
展開し，流下液をt00 m1 づっのフラクションに分けた．各クラクショｙはＴＬＣで含有物
を調べ，ステリン尚合まれるNo. 9～24のフラクションをぎり，あとほメタノールで溶出し
た. No. 9～14はス･･テーリンのみのスポットを与えた．この部分を合せて減圧濃縮し帯黄色の結
　　　　　　　　　　　●　　　　　I　　　　　　　　　　　　●　　　「●　　　　　　　4●晶を得た. No. 15-^24 の部分は減圧濃縮し，残留物を石油エーテルに溶かし，吸着剤100 g
を入れたカラムを用い，再び分離を行つすこ．ステリン部分を合せて減圧濃縮し，得られた粗結
晶をさきに得られなものとー緒叫し，エタノールで再結晶すると，白色針状結晶が0.7g得ら
　　　　　　　　　　　●　　　　　　●1　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛，･　　　　　　ゝれた. mp ca. 135°.（ﾆ;;コレステリン(mp. 148°Ｃ）と混融し, 137～143ぐ゜を示した.
４）脂肪酸メチルエステルの合成　゛　　　　　　　　　・　ニ　　　　〉｀
　Ｉのカラムクロマトグラフィーで，ステリンを除いたフラクション，およびメタノール溶出
部分を合せて減圧濃縮し，得られた油状物を試料として用いすこ．　　　グ
　２回の実験で得られた試料10.1 g をIn ＫＯＨアルコニル溶液125 ml中２時間煮沸還流
させた後，減圧でアルコールの大部分を留去した．残留物に水100 m1 胞加え，エーテルで可
溶部分を抽出し，水層は塩酸々性とした．析出する油状物をj30 ml のエーテルで３回抽出し，
抽出液を合せて無水硫酸ナトリウムで乾燥した．エーテルを留去し,残留物にメタノール250ml
に濃硫酸５ｍｌを一溶解･した液ヽを加え．５時間煮沸還流した，次に減圧下忙約Ｍ量まで濃縮し，
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氷水を加えてから20mlのエーテルで３回抽出した．抽出液は炭酸水素ナトリウム液，水の
順で洗い，無水硫酸ナトリウムで乾燥後，エーテルを留去した．残留物をクライゼンフラ･スコ
に移し，減圧蒸留して, bp 40～200°Ｃ/３mmHg で留出する部分6.8 gを得た．けん化価:
223.5..　.‘
5）脂肪酸メチルエステルのガスクロマトグラフィー　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　測定器：島津GC-3AF,水素炎検出器．　　　∧ｌ　　ｙ
　カラム:D-125 (15^ Diethyleneglycol succinate on Celite, 60～80 mesh),径３ mm,
長さ３ｍステンレス．　　　　　　　　　　　　　　　　．，
　条件：温度200°Ｃ,N2（キャリヤー) 1.2kg/cml
　保持時間37分にわたり，33ピークが見出された．各ピークに保持時間の短いものから順に番
号をつけ表３に示した．表中，脂脂酸名を記入してあるものは，保持時間が標準品と一致した
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表３　脂肪酸メチルエステルのＧＣ分析
保待時間
　(分)
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’ものである．　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’･　　　　　　　７
６）・ステリンのガスクロマトグラフィー
　測定器：同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-’　　　△　‘　い　六･
　カラム:SE-30 {b% Methylsilicone on Chromosorb W. 60～80 mesh),径3 mm,長さ
３ｍステンレス．
　条件：温度220°C, N^ 1.6 kg/ｃｍ２･
　保持時間2.8～59.4分にわたりフピークがあらわれた.5）の場合と同様にピーク番号をつ
け，表４に示した．表中γの値はコレステリンの保持時間を１とした場合の相対保持時間で
ある．
　　　　　　　　　　　　　　　　表４　ステリッのＧＣ分析
ピーク　　　●保持時間　　　　７　　　　　　　　成　　分
　No.　　　　（分）
1　　　　　　2.8　　　　0.09.　　　　　　仙郷ﾌﾞヽ
2　　　　.17.0　　　　0.57 .
3、　　　30.0　　　　　1.00　　　　　コレステリン
4　＾　　　34.2　　　　　1.14
5　　　　　37.0　　　　1.23　　　　エルゴステリン
6　　　39.6　　1.32　　仁趾z
7　　　　　59.4　　　　　1.98
　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察
　クロロホルムーメタノール抽出で得られた可溶性部分，いわゆる粗総脂質は，乾燥試料の約
!3％で，１匹あたり平均54.5 mg 含まれていたことになる．これから得られたアセトン可溶
部（Ｉ）は粗総脂質の56％に相当する．ＩはＴＬＣの結果ステリン，遊離脂肪酸，油脂，
ステリンエステルのほか，かなりの量のりん脂質が混入していた．
　薄層のかきとり抽出による定量法は幾分データーにぱらつきが多いので，３回の平均値を求
めた．この結果から.ステリンの含量はかなり多いと考えられる．この実験中，試料採取の時期
は同じだが，別な地域から採取した試料について同様な定量を行ったところ，他の成分の差は
少しであったが，ステリンが17％という値が得られた.Thiele3）は夏と冬でステリンや脂肪
酸などの含量が異なることを指摘しているが，季節は同じでも生活環境が違えば成分組成か変
ることも考えられ,･今後検討すべき問題である．
　脂質構成脂肪酸はメチルエステルに変えた後，カラムD-125を用いたガスクロマトグラフ
ィー（ＧＣ）により，表３に示し.た如.く33ピークが見出された．標準試料が充分入手でき,な
かったので，飽和酸と一部の不飽和酸しか同定できなかった．このカラムの傾向として，飽和
酸の次に炭素数の同じ不飽和酸があらわれる．かだし，C2oの飽和酸とC18の不飽和酸である
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リノレ｀ン酸が逆順に出ている．表中脂肪酸名が空欄のところは不飽和酸とみなされる;　また比
率は面積より求めたが，水素炎検出器による定量ではノピーク面積比がぽぽ重量比に近い8)こ
とが知られているので，表の値はほぽ重量比と考えてよい．　　　　　　　　　　パ　　トに，
　この表からみる･と／最も多いのはオレイン酸で全体の約1砂あるト炭素数18‘の不飽和酸で
あるオレイン酸，リノール酸，リノレン酸の合計で４４％あり，他の不飽和酸は種類は多いが
含量は少ない．飽和酸ではノリレミチン酸が約15％，ステデリン酸が約10％で／他め飽和酸は僅
少である.'Ｃ,6,C18辿｀酸で全体の約80％を占め,｀この割合はけ,ん化価■ 223.5-と砂う値からも
妥当なものと思われる．浜田ら5)のセトウチ々イマイのデータニによれば．ステア･リン酸,トノぐ
ルミチン酸ともに12.2％で著者らのとほぽ同じだが，オレイン酸12.7％，リノール酸17.3％で）
C18不飽和酸の含量はかなり違っている．前述のように，ここにも環境の差が考えられる．
　またカラムＯＶ-1(I％Ｍｅthylsilicone on Shimalite W, 80～100 mesh)を用いて行っ
　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　･●･･　　　　　■●●●lbてみると，保持時間1.４～55.9分にわたり47ピークが見出吝れた．特にC2o以上の酸のピー
クが多かった．　しかしＯＶ-１では主要な不飽和酸であるオレイｙ酸とリノール酸，リノレン
酸か分離できなかったのでデーターは省略した･　なおｏｙ１めピークの出かたはD-125と逆
で，不飽和酸が出てからｃ同数の飽和酸があらわれる傾向を示した．．
　ステリン部分のＧｃでは，保持時間2.8~59.4分の間にフピークが見られた．量的にはほと
んど大部分がコレステリンで，他のものは僅少であった．コレステリンか主体であることは既
報の結果とも一致する．この実験ではステリン部分を再結晶して，白色結晶の部分のみでGC
分析を行ったので，各成分の定量は行っていない．なお柚種類のカタツムリで存在が認められ
た７－デヒドロコレステリン，スチグマステリン，シトステリンは確認できなかった．表４で
名称を記入していないところは，標準試料不足で未確認のものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　●約
　５～６月に採取したセトウチマイマイの脂質について調べた．アセトン可溶部にはステリン
　（33.3％），遊離脂肪酸(9.396),油脂(22.2^),ステリンエステル（7.4％）のほかにリン
脂質（16.7％）と不明の成分（11.1％）が含まれていた．
　構成脂肪酸は脂質を加水分解した後，脂肪酸柴とり，メチルエステルにかえてＧＣ分析を行
った.C18の不飽和酸が最も多く，オレイン酸，リノール酸，リノレン酸の３成分で４４％を占
め，Ｃ。C.s'の飽和および不飽･和酸を合計ず名と全休め約80％に達するごとがわかった．
　ステリン部分もｄＣ分析の･結果，７成分が認められ，そのうち４成分甚同定した.･J量的には
コレズテリンが大部分で，他のもめは僅少であった．　ぐ　丿”．　　　　｀ｙ　　　ぺ　･｀‘
　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　ｌ　　“　ｒ７Ｊ●　　　．　　　　　　ｊ　　．･●●
　　　　■ｉ　　　ｌｊ　　　　　　　　’　　一文　　　　　献　，●．●●　　　　　　　　，．
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